
『
梁
塵
秘
抄
』
法
華
経
二
十
八
品
歌
と

釈
教
歌
、
経
旨
絵
（
そ
の
五
）

植

木

朝

子

現
存
す
る
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
法
文
歌
二
百
二
十
首
の
中
心
を
な
す
の
は
、『
法
華
経
』
八
巻
二
十
八
章
を
各
章
ご
と
に
讃
嘆
し
た
法

華
経
二
十
八
品
歌
百
十
四
首
で
あ
る
。
前
稿
に
引
き
続
き
⑴
、
各
品
ご
と
に
、
経
旨
絵
や
釈
教
歌
と
は
異
な
る
今
様
の
性
格
、
そ
の
流
行

歌
謡
と
し
て
の
面
白
さ
を
考
え
て
い
き
た
い
。
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
、
本
稿
で
は
安
楽
行
品
か
ら
寿
量
品
ま
で
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す

る
。

一
、
安
楽
行
品

『
法
華
経
』
安
楽
行
品
に
お
い
て
、
釈
迦
は
文
殊
に
対
し
、
後
の
世
で
『
法
華
経
』
を
説
く
際
の
心
得
を
こ
ま
か
く
述
べ
、
以
下
の
よ

う
な
譬
え
話
を
し
た
。

転
輪
聖
王
（
世
界
を
統
一
支
配
す
る
理
想
的
な
帝
王
）
が
諸
国
を
討
伐
す
る
時
、
戦
功
の
あ
る
部
下
に
種
々
の
褒
美
を
与
え
る
が
、
髻

の
中
の
珠
だ
け
は
み
だ
り
に
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
釈
迦
も
人
々
に
諸
経
を
説
い
て
喜
ば
せ
た
が
、
今
ま
で
『
法
華
経
』
だ
け
は
説
か
な
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か
っ
た
。
し
か
し
、
王
が
大
功
あ
る
者
に
珠
を
与
え
る
よ
う
に
、
今
、
こ
の
最
上
の
も
の＝

『
法
華
経
』
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
譬
え
話
は
法
華
七
喩
の
う
ち
の
一
つ
で
、
髻
中
明
珠
、
髻
珠
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

安
楽
行
品
を
歌
っ
た
今
様
は
次
の
三
首
で
あ
る
。

か
し
ら

か
う
べ

輪
王
頭
に
光
あ
り

久
し
く
隠
し
て
人
知
ら
ず

法
華
経
一
度
も
聴
く
人
は

頭
の
珠
を
ぞ
手
に
得
た
る
（
一
二
二
）⑵

法
華
経
読
誦
す
る
人
は

天
諸
童
子
具
足
せ
り

遊
び
歩
く
に
畏
れ
な
し

師
子
や
王
の
如
く
な
り
（
一
二
三
）

妙
法
勤
む
る
験
に
は

昔
ま
だ
見
ぬ
夢
ぞ
見
る

そ
れ
よ
り
生
死
の
眠
り
覚
め

覚
悟
の
月
を
ぞ
も
て
あ
そ
ぶ
（
一
二
四
）

一
二
二
番
歌
は
、
髻
中
明
珠
の
譬
喩
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
髻
の
中
の
珠
は
、
諸
経
の
中
で
最
上
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
譬
え
で
あ

り
、
転
輪
聖
王
が
、
最
大
の
戦
功
者
に
の
み
、
髻
中
の
珠
を
与
え
る
よ
う
に
、
釈
迦
は
、
今
日
、
は
じ
め
て
『
法
華
経
』
を
説
く
、
と
語

ら
れ
る
。
経
の
中
の
比
喩
譚
で
は
、
当
然
な
が
ら
、
転
輪
聖
王＝

釈
迦
、
す
な
わ
ち
珠
を
与
え
る
側
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
様
は

『
法
華
経
』
を
聴
く
人
の
側
に
立
っ
て
、
聴
聞
者
が
珠
を
手
に
入
れ
る
と
歌
う
。
鈴
木
治
子
が
、「
経
を
讃
え
る
の
で
は
な
く
、
聴
聞
に
集

っ
た
人
々
の
受
け
る
功
徳
に
主
題
が
移
っ
て
い
る
」⑶
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
り
、
二
句
目
の
一
般
的
な
「
人
」
は
知
ら
な
い
珠
を
、
三

句
目
の
『
法
華
経
』
を
一
度
で
も
聴
い
た
「
人
」
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
仏
の
側
で
は
な
く
人
の
側
に
立
っ
て
一
首
を
構
成
し

て
い
る
。

一
二
三
番
歌
・
一
二
四
番
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
安
楽
行
品
の
偈
「
読
是
経
者
…
…
天
諸
童
子

以
為
給
使
…
…
遊
行
無
畏

如
師
子

王
」⑷
（
こ
の
経
を
読
ま
ん
者
は
…
…
天
の
諸
の
童
子
は
も
っ
て
給
使
を
な
さ
ん
。
…
…
遊
行
す
る
に
畏
れ
無
き
こ
と

師
子
王
の
如

く
）、「
若
於
夢
中

但
見
妙
事
」（
若
し
く
は
夢
の
中
に
お
い
て
も

但
、
妙
な
る
事
を
見
ん
の
み
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
一
二
三
番
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歌
は
、『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
人
に
、
天
の
諸
々
の
護
法
童
子
が
常
に
そ
の
身
に
従
う
こ
と
を
歌
い
、
諸
国
を
巡
り
歩
く
の
に
も
何
の

怖
れ
も
な
い
こ
と
は
百
獣
の
王
た
る
獅
子
の
よ
う
で
あ
る
、
と
す
る
。
一
二
四
番
歌
は
、『
法
華
経
』
の
教
え
を
行
な
っ
た
効
験
に
は
、

『
法
華
経
』
を
知
る
以
前
に
は
見
た
こ
と
の
な
い
す
ば
ら
し
い
夢
を
見
る
と
歌
う
。
夢
の
具
体
的
な
内
容
は
、
経
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
の
説

く
最
高
の
教
え
に
触
れ
、
仏
の
位
に
達
す
る
と
の
予
言
を
得
て
、
山
林
で
の
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
、
そ
の
教
え
を
説
い
て
無
量
の

人
々
を
救
い
、
そ
の
後
に
入
滅
す
る
、
と
い
う
夢
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
に
典
拠
箇
所
が
見
出
せ
る
一
二
四
番
歌
前
半
二
句
に
対
し

て
、
後
半
二
句
に
は
、
対
応
す
る
経
本
文
が
な
い
。
生
死
の
眠
り
、
す
な
わ
ち
、
生
死
流
転
の
迷
い
か
ら
覚
め
、
悟
り
の
境
地
を
楽
し

む
、
と
歌
う
。「
覚
悟
の
月
」
は
澄
み
き
っ
た
悟
り
の
境
地
を
月
に
譬
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
菅
野
扶
美
は
、「
月
を
も
て
あ
そ
ぶ
」
と
い

う
表
現
が
和
歌
と
重
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
十
五
夜
、
鳥
羽
殿
に
お
け
る
歌
会
に
「
玩
池
上
月
」
題
の
あ

る
こ
と
に
注
目
、「
法
文
歌
の
「
覚
悟
の
月
を
玩
ぶ
」
も
、
こ
う
し
た
和
歌
の
は
や
り
を
受
け
て
の
表
現
か
」
と
す
る
⑸
。
さ
ら
に
、『
散

木
奇
歌
集
』
に
「
翫
明
月
」
題
が
二
例
（
四
八
九
・
四
九
七
）、「
翫
月
」
題
が
二
例
（
四
八
五
・
五
〇
六
）
見
え
る
こ
と
や
、『
山
家
集
』

に
「
翫
月
」
題
が
一
例
（
三
八
一
）、『
西
行
家
集
』
に
「
老
人
翫
月
」
題
が
一
例
（
二
六
〇
）
見
え
る
こ
と
、「
泉
辺
翫
月
」
題
が
『
頼

政
集
』
一
六
六
番
歌
、『
重
家
集
』
五
六
六
番
歌
、『
教
長
集
』
三
一
二
番
歌
に
見
え
る
こ
と
⑹
を
踏
ま
え
る
と
、
今
様
と
関
わ
り
の
深
い

歌
人
た
ち
の
間
で
、「
月
を
玩
ぶ
」
と
い
う
歌
題
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
菅
野
注
釈
を
積
極
的
に
支
持
し
た
い
。

安
楽
行
品
の
三
首
の
今
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、『
法
華
経
』
を
「
聴
く
」
人
、「
読
誦
す
る
」
人
、「
勤
む
る
」
人
を
主
語
に
し
て
お
り
、

わ
ず
か
三
首
で
は
あ
る
が
、
経
を
授
け
ら
れ
る
者
か
ら
教
え
を
実
践
す
る
者
へ
、
段
階
が
進
む
よ
う
な
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

安
楽
行
品
の
経
旨
絵
に
お
い
て
は
、
髻
中
明
珠
の
譬
え
話
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
談
山
神
社
蔵
「
法
華
曼
陀
羅
」（
文
治
三

年
〈
一
一
八
七
〉
頃
）⑺
に
は
、
宝
塔
の
右
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
、
楯
を
並
べ
て
の
戦
闘
場
面
、
戦
功
あ
る
者
へ
恩
賞
を
与
え
る
場
面
、
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特
に
功
労
の
あ
っ
た
者
に
髻
中
の
珠
を
取
り
出
し
て
与
え
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
そ
の
他
に
、『
法
華
経
』
を
弘
め
る
た
め
に
行
う
べ
き

修
行
（
安
楽
行
）
を
、
読
経
す
る
僧
、
誦
経
す
る
僧
の
姿
で
描
い
て
い
る
。
立
本
寺
蔵
「
妙
法
蓮
華
経
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
図
」（
十
三
世

紀
中
頃
）⑻
も
、
髻
中
明
珠
喩
を
描
き
、
談
山
神
社
蔵
本
と
同
様
、
戦
闘
場
面
、
恩
賞
を
与
え
る
場
面
、
髻
中
の
珠
を
与
え
る
場
面
の
三

場
面
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
髻
中
明
珠
喩
を
描
く
も
の
に
は
他
に
、
延
暦
寺
蔵
「
紺
紙
銀
字
法
華
経
」（
伝
智
証
大
師
筆
）
巻
五
見
返

（
平
安
時
代
前
期
）、
延
暦
寺
蔵
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経
」（
伝
慈
覚
大
師
筆
）
巻
五
見
返
（
平
安
時
代
）、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
八
巻

本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
五
見
返
（
平
安
時
代
）、
伝
来
不
詳
・
個
人
蔵
「
紙
本
墨
書
法
華
経
」
巻
六
見
返
（
平
安
時
代
）
な
ど
が
あ

る
。
鎌
倉
時
代
に
下
る
が
、
長
谷
寺
蔵
「
紙
本
墨
書
法
華
経
」
安
楽
行
品
見
返
上
方
に
は
、
雲
上
に
騎
獅
文
殊
（
経
の
中
で
は
、
文
殊
菩

薩
が
質
問
者
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
ひ
ざ
ま
づ
い
て
合
掌
す
る
善
財
童
子
と
、
獅
子
の
手
綱
を
と
る
優
塡
王
を

伴
っ
て
い
る
。
文
殊
の
前
に
は
、
礼
拝
す
る
大
衆
の
姿
が
見
え
る
。
そ
の
下
方
に
は
、
明
珠
を
手
に
し
た
転
輪
聖
王
が
、
特
に
功
労
の
あ

っ
た
者
に
そ
れ
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
る
⑼
。

一
幅
に
一
品
ま
た
は
二
品
を
描
く
本
法
寺
蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」（
嘉
暦
元
年
〈
一
三
二
六
〉〜
三
年
頃
）⑽
は
、
第
十
三
幅
が
勧
持

品
と
安
楽
行
品
で
、
下
方
が
安
楽
行
品
に
あ
た
る
。
左
方
に
浴
場
と
入
浴
す
る
人
々
、
窓
か
ら
女
性
の
姿
が
の
ぞ
く
遊
郭
の
様
子
が
描
か

れ
、
右
方
の
山
中
に
は
相
撲
を
と
る
人
、
滝
に
打
た
れ
る
人
、
座
禅
す
る
人
、
乞
食
す
る
僧
が
見
え
る
。
左
下
隅
に
は
、
魚
を
と
る
人
、

鹿
を
狩
る
人
、
兎
を
捕
ら
え
、
肉
を
焼
い
て
食
す
る
人
の
姿
が
描
か
れ
る
。
入
浴
す
る
人
、
滝
に
打
た
れ
る
人
、
座
禅
す
る
人
、
乞
食
す

る
僧
は
、
偈
の
「
於
清
浄
地

而
施
牀
座

以
油
塗
身

澡
浴
塵
穢

著
新
浄
衣

内
外
倶
浄

安
処
法
座

随
問
為
説
」（
清
浄
の
地

ち
り
け
が
れ

あ

ら

に
お
い
て

牀
座
を
施
し

油
を
も
っ
て
身
に
塗
り

塵
穢
を
澡
浴
い

新
浄
の
衣
を
著
て

内
外
と
も
に
浄
く
し

法
座
に
安
処
し

て

問
に
随
っ
て
た
め
に
説
け
）
と
対
応
し
、『
法
華
経
』
を
弘
め
る
者
が
身
を
清
め
て
修
行
す
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。
遊
郭
や
相
撲
、

狩
猟
・
漁
労
に
従
事
す
る
人
、
肉
食
す
る
人
は
、
偈
の
「
亦
莫
親
近

屠
児
魁
膾

畋
狩
漁
捕

為
利
殺
害

販
肉
自
活

衒
売
女
色
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え
と
り

な
ま
す
つ
く
り

の
か
り

す
な
ど
り

如
是
之
人

皆
勿
親
近

凶
険
相
撲

種
種
嬉
戯

諸
淫
女
等

尽
勿
親
近
」（
亦

屠
児
と
魁
膾
と

畋
狩
し
漁
捕
し
て

利
の
た
め

う

て
ら
い
う

に
殺
害
す
る
も
の
と
に

親
近
す
る
な
か
れ

肉
を
販
っ
て
自
活
し

女
色
を
衒
売
る

か
く
の
如
き
の
人
に

皆
、
親
近
す
る
こ
と

く
け
ん

た
わ
む
れ

勿
れ

凶
険
の
相
撲
と

種
種
の
嬉
戯
と

諸
の
淫
女
等
と
に

尽
く
親
近
す
る
こ
と
勿
れ
）
に
対
応
し
、
修
行
者
が
近
づ
い
て
は
な
ら

な
い
も
の
を
表
す
。
こ
れ
ら
の
図
の
間
に
は
髻
中
明
珠
喩
が
挟
み
込
ま
れ
、
合
戦
場
面
と
論
功
行
賞
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
興
寺

蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」（
建
武
二
年
〈
一
三
三
五
〉）⑾
は
、
第
三
幅
の
一
部
が
安
楽
行
品
の
図
で
あ
る
。
こ
の
第
三
幅
は
三
分
の
二
弱

が
提
婆
品
の
図
で
占
め
ら
れ
、
他
に
、
勧
持
品
、
涌
出
品
、
寿
量
品
、
分
別
功
徳
品
、
随
喜
功
徳
品
も
含
ま
れ
る
。
安
楽
行
品
の
図
と
し

て
描
か
れ
る
の
は
、
転
輪
聖
王
が
、
特
に
大
き
な
戦
功
の
あ
っ
た
者
に
明
珠
を
与
え
る
場
面
で
あ
る
。

巻
末
に
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
九
月
と
年
記
が
あ
る
厳
島
神
社
蔵
「
平
家
納
経
」
安
楽
行
品
⑿
の
表
紙
に
は
、
金
の
獅
子
が
描
か

れ
、
た
て
が
み
や
尾
、
足
の
一
部
お
よ
び
獅
子
が
吐
く
雲
気
に
は
銀
砂
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
金
泥
で
「
遊
行
無
畏
」「
如
師
子
」
の

七
文
字
が
散
ら
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
二
三
番
今
様
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
偈
の
一
部
で
あ
る
。
見
返
に
は
金
色
の
蓮
台
に
銀

の
円
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
円
の
中
に
は
、
釈
迦
の
種
子
（
仏
・
菩
薩
ら
の
諸
尊
を
表
す
悉
曇
文
字
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ

の
種
子
か
ら
は
十
七
条
の
金
の
光
線
が
放
射
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
安
楽
行
品
の
偈
「
又
見
諸
仏

身
相
金
色

放
無
量
光

照
於
一

切
」（
又

諸
仏
は
身
相
、
金
色
に
し
て

無
量
の
光
を
放
ち
て

一
切
を
照
ら
す
を
見
ん
）
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

安
楽
行
品
を
題
と
し
た
和
歌
の
早
い
例
と
し
て
、

つ
と
む
る
も
そ
れ
も
つ
と
め
じ
し
か
り
と
て
ひ
と
り
お
も
ふ
も
思
ひ
が
ほ
な
り

『
長
能
集
』）⒀

定
め
な
き
世
も
何
な
ら
ず
法
を
思
ふ
心
の
う
ち
し
動
き
な
け
れ
ば

（『
発
心
和
歌
集
』）

世
を
そ
む
く
く
せ
も
心
も
う
し
な
ひ
て
誓
ひ
て
末
の
法
は
広
め
ん

（『
公
任
集
』）
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名
を
あ
げ
て
ほ
め
も
そ
し
ら
じ
法
を
た
だ
多
く
も
と
か
じ
少
な
く
も
な
し

（『
赤
染
衛
門
集
』）

て
ふ
と
な
る
人
の
夢
だ
に
あ
る
も
の
を
鶴
の
林
の
を
り
ま
で
や
み
し

（『
入
道
右
大
臣
（
頼
宗
）
集
』）

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
後
の
世
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
説
く
時
の
心
得
に
つ
い
て
詠
む
も
の
が
多
い
。
選
子
内
親
王
の
歌
は
、
偈

お
さ

な
ら

の
「
在
於
閑
処

修
摂
其
心

安
住
不
動

如
須
弥
山
」（
閑
か
な
る
処
に
在
り
て

そ
の
心
を
摂
む
る
こ
と
を
修
い

安
住
し
て
動
ぜ

ざ
る
こ
と

須
弥
山
の
如
く
せ
よ
）
を
意
識
し
て
い
る
も
の
、
赤
染
衛
門
の
歌
は
経
文
の
「
亦
不
称
名
。
説
其
過
悪
。
亦
不
称
名
。
讃
嘆

あ

よ
き
こ
と

其
美
。」（
ま
た
、
名
を
称
げ
て
そ
の
過
悪
を
説
か
ざ
れ
。
ま
た
、
名
を
称
げ
て
そ
の
美
を
讃
嘆
せ
ざ
れ
。）
や
、「
於
一
切
衆
生
。
平
等
説

法
。
以
順
法
故
。
不
多
不
少
。
乃
至
深
愛
法
者
。
亦
不
為
多
説
。」（
一
切
衆
生
に
お
い
て
、
平
等
に
法
を
説
け
。
法
に
順
ず
る
を
も
っ
て

の
故
に
、
多
く
も
せ
ず
、
少
く
も
せ
ず
、
乃
至
、
深
く
法
を
愛
す
る
も
の
に
も
亦
、
た
め
に
多
く
説
か
ざ
れ
。）
を
引
い
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
頼
宗
歌
は
、
一
二
四
番
今
様
が
典
拠
と
す
る
偈
の
一
句
「
若
於
夢
中

但
見
妙
事
」（
若
し
く
は
夢
の
中
に
お
い
て
も

但
、

妙
な
る
事
を
見
ん
の
み
）
か
ら
の
連
想
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、『
荘
子
』
に
見
え
る
胡
蝶
の
夢
の
故
事
を
取
り
合
わ
せ
て
、

釈
迦
の
鶴
林
入
滅
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

さ
て
、「
夢
」
は
和
歌
に
馴
染
み
や
す
い
言
葉
で
あ
る
た
め
か
、
こ
の
後
も
、「
若
於
夢
中

但
見
妙
事
」
を
意
識
し
た
歌
は
多
い
。

こ
の
法
は
う
つ
つ
の
み
か
は
春
の
夜
の
夢
に
も
た
え
ぬ
こ
と
を
こ
そ
見
れ

こ
の
法
を
た
も
つ
人
、
う
つ
つ
に
た
の
し
み
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
夢
の
う
ち
に
も
た
へ
な
る
こ
と
を
の
み
見
る
と
い
へ
る
な

り

（『
田
多
民
治
集
』）

夏
の
夜
の
み
じ
か
く
む
す
ぶ
夢
な
れ
ど
妙
な
る
こ
と
を
見
れ
ば
た
の
も
し

（
範
光
『
正
治
後
度
百
首
』）
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う
つ
つ
だ
に
う
つ
つ
と
も
な
き
世
の
中
に
夢
に
も
夢
の
さ
め
に
け
る
か
な

（『
寂
蓮
法
師
集
』）

さ
ま
ざ
ま
に
妙
な
る
花
ぞ
ち
り
ま
が
ふ
法
を
た
も
て
る
春
の
夜
の
夢

（『
長
秋
詠
藻
』）

あ
さ
ま
し
や
恋
し
き
影
を
お
も
は
ず
は
夢
に
も
見
ま
し
有
明
の
月

（『
壬
二
集
』）

さ
と
り
得
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
短
夜
の
夢
路
も
た
え
に
月
は
見
え
け
り

（『
壬
二
集
』）

夢
の
う
ち
に
と
な
へ
て
お
も
ふ
仏
こ
そ
ま
こ
と
に
さ
と
る
し
る
べ
な
り
け
れ

（『
為
家
集
』）

ゆ
め
む

安
楽
行
品
の
結
び
の
偈
の
中
に
は
、「
常
有
是
好
夢

又
夢
作
国
王
」（
常
に
こ
の
好
き
夢
あ
ら
ん

又
夢
ら
く
国
王
と
作
っ
て
）
の
文

言
も
あ
り
、
こ
の
箇
所
か
ら
「
夢
」
を
取
り
上
げ
た
和
歌
も
あ
る
。

思
ふ
べ
し
わ
が
う
つ
つ
こ
そ
か
な
し
け
れ
御
法
の
や
ど
に
見
る
夢
ぞ
そ
れ

（『
拾
玉
集
』
常
有
是
好
夢
）

御
法
ゆ
ゑ
ゆ
め
に
な
り
に
し
す
べ
ら
ぎ
は
覚
む
る
う
つ
つ
も
又
夢
の
ほ
ど

（『
拾
玉
集
』
又
夢
作
国
王
）

経
旨
絵
に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
二
二
番
今
様
に
も
歌
わ
れ
た
髻
中
明
珠
喩
は
、
早
く
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
、
注
目
さ
れ

る
。

い
な
だ
き
に
き
す
め
る
玉
は
二
つ
な
し
か
に
も
か
く
に
も
君
が
ま
に
ま
に

（『
万
葉
集
』
巻
三
・
四
一
二
・
市
原
王
）

こ
こ
で
は
、
大
事
な
も
の
を
、
転
輪
聖
王
の
「
い
な
だ
き
」（
頭
頂
）
に
秘
蔵
し
て
あ
る
玉
に
譬
え
て
お
り
、
そ
れ
を
「
ど
の
よ
う
に
で

も
あ
な
た
の
お
好
き
な
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
る
。
新
編
全
集
頭
注
は
、「
秘
蔵
の
娘
を
若
い
同
僚
な
ど
に
娶
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
頼

む
内
容
か
」
と
し
、
市
原
王
が
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
頃
か
ら
皇
后
宮
職
写
経
所
に
勤
務
し
、
そ
の
後
身
の
金
光
明
寺
写
経
所
の
長
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官
に
も
な
っ
た
人
で
、
仏
典
に
明
る
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
⒁
。
ま
た
、『
赤
染
衛
門
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
見

え
る
。

八
講
す
る
寺
に
て

大
江
為
基

お
ぼ
つ
か
な
君
し
る
ら
め
や
足
曳
の
山
下
水
の
む
す
ぶ
心
を

返
し

け
ふ
聞
く
を
衣
の
う
ら
の
た
ま
に
し
て
た
ち
は
な
る
を
も
香
を
ば
尋
ね
ん

又
、
為
基

む
か
し
を
も
か
け
て
忘
れ
ぬ
物
な
れ
ば
た
も
つ
は
玉
の
か
ず
や
ま
さ
ら
ん

返
し

数
ま
さ
る
た
ま
と
は
か
け
じ
い
た
だ
き
の
ひ
と
つ
の
玉
も
わ
ろ
き
も
の
か
は

法
華
八
講
に
ち
な
ん
で
、
為
基
の
戯
れ
に
対
し
、
五
百
弟
子
品
の
衣
裏
繋
珠
の
譬
喩
と
髻
中
明
珠
の
譬
喩
を
珠
の
連
想
で
持
ち
出
し
て
い

な
す
形
を
と
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
例
も
、『
赤
染
衛
門
集
』
の
例
も
、
経
意
を
詠
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
釈
教
歌
で
は
な
い
が
、

『
法
華
経
』
の
よ
く
知
ら
れ
た
譬
喩
が
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
興
味
深
い
。

し
か
し
、
平
安
期
の
釈
教
歌
に
は
髻
中
明
珠
喩
は
あ
ま
り
詠
ま
れ
ず
、
今
様
に
近
い
時
代
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ

る
程
度
で
あ
る
。
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も
と
ゆ
ひ
の
中
な
る
法
の
た
ま
さ
か
に
と
か
ぬ
か
ぎ
り
は
知
る
人
ぞ
な
き

（
京
極
前
関
白
家
肥
後
『
続
後
撰
集
』）

そ
の
珠
を
む
す
び
こ
め
た
る
も
と
ゆ
ひ
も
と
く
べ
き
ほ
ど
の
あ
り
け
る
も
の
を

（『
忠
度
集
』）

下
っ
た
例
も
少
な
く
、

時
し
あ
れ
ば
わ
が
も
と
ゆ
ひ
を
と
く
玉
の
光
を
そ
へ
て
ふ
る
霰
か
な

（『
尊
円
親
王
詠
法
華
経
百
首
』）

む
す
び
お
く
わ
が
も
と
ゆ
ひ
の
霜
と
け
て
光
を
み
せ
よ
露
の
白
玉

（
有
光
『
為
世
十
三
回
忌
和
歌
』）

な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
、
玉
か
ら
、
霰
や
霜
、
露
へ
連
想
を
展
開
さ
せ
る
言
語
遊
戯
的
な
色
彩
が
濃
い
。
な
お
、
鈴
木
治

子
は
、
和
歌
に
お
い
て
、
経
の
「
髻
」
が
「
も
と
ゆ
ひ
」「
い
た
だ
き
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
今
様
は
「
か
し
ら
」「
か
う
べ
」

と
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
歌
謡
的
翻
案
」
と
指
摘
し
て
い
る
⒂
。

一
二
三
番
今
様
や
「
平
家
納
経
」
に
見
ら
れ
た
獅
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
荒
々
し
さ
か
ら
か
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
例
は
管
見
に
は
入
ら

な
い
。
安
楽
行
品
の
和
歌
の
題
と
し
て
は
、
他
に
ａ
「
願
成
仏
道
」、
ｂ
「
深
入
禅
定

見
十
方
仏
」、
ｃ
「
住
忍
辱
地
」
な
ど
が
あ
る
。

ａ
よ
そ
に
な
ど
仏
の
道
を
た
づ
ぬ
ら
ん
わ
が
心
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ

（
忠
通
『
詞
花
集
』）

い
か
で
わ
れ
心
の
月
を
あ
ら
は
し
て
や
み
に
ま
ど
へ
る
人
を
て
ら
さ
む

（
顕
輔
『
詞
花
集
』）

ｂ
ふ
か
き
山
に
心
の
月
し
澄
み
ぬ
れ
ば
か
が
み
に
よ
も
の
さ
と
り
を
ぞ
見
る

（『
聞
書
集
』）

し
づ
か
な
る
い
ほ
り
を
し
め
て
入
り
ぬ
れ
ば
一
か
た
な
ら
ぬ
光
を
ぞ
見
る

（『
長
秋
詠
藻
』）
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ｃ
み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
し
の
び
つ
つ
色
に
は
出
で
て
乱
れ
も
ぞ
す
る

初
心
始
行
の
菩
薩
、
よ
く
違
順
を
し
の
び
て
心
を
み
だ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
を
い
ふ
な
り

（『
法
門
百
首
』
恋
）

安
楽
行
品
の
経
旨
絵
は
髻
中
明
珠
喩
の
比
重
が
大
き
く
、
和
歌
は
「
夢
」
の
比
重
が
大
き
い
と
い
う
凡
そ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
安
楽
行
品
の
今
様
は
三
首
の
み
と
少
な
い
た
め
、
一
定
の
傾
向
を
導
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ

た
よ
う
に
、『
法
華
経
』
を
「
聴
く
」
人
、「
読
誦
す
る
」
人
、「
勤
む
る
」
人
と
、
主
語
を
振
り
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
ら
れ
る
も
の

を
歌
う
と
い
う
段
階
を
追
っ
た
配
列
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
書
物
と
し
て
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
工
夫
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
涌

出

品

涌
出
品
で
説
か
れ
る
内
容
は
以
下
の
通
り
。

他
方
国
土
か
ら
や
っ
て
来
た
諸
菩
薩
は
、
仏
の
滅
後
は
娑
婆
世
界
で
『
法
華
経
』
を
護
持
し
よ
う
と
申
し
出
た
が
、
釈
迦
は
、
娑
婆
に

も
多
く
の
菩
薩
が
お
り
、
自
分
の
滅
後
も
心
配
は
な
い
、
と
答
え
た
。
そ
の
時
、
地
中
か
ら
無
量
千
万
億
の
菩
薩
が
涌
出
し
て
仏
を
礼
拝

し
た
。
弥
勒
菩
薩
の
質
問
に
対
し
て
、
釈
迦
は
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
み
な
自
分
が
過
去
に
教
化
し
た
者
だ
と
答
え
た
。
そ
こ
で
弥
勒
は
、
仏

が
出
家
し
成
道
し
て
か
ら
四
十
余
年
に
し
か
な
ら
な
い
の
に
、
そ
の
短
期
間
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
疑
問
を
呈
し

た
。涌

出
品
を
歌
っ
た
今
様
は
次
の
二
首
で
あ
る
。
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か
ね

釈
迦
の
御
法
の
そ
の
か
み
は

さ
ま
ざ
ま
見
知
ら
ぬ
人
ぞ
あ
る

地
よ
り
涌
き
つ
る
菩
薩
た
ち

み
な
こ
れ
金
の
色
な
り
き（

一
二
五
）

法
華
経
こ
の
た
び
弘
め
む
と

仏
に
申
せ
ど
許
さ
れ
ず

地
よ
り
出
で
た
る
菩
薩
た
ち

そ
の
数
六
万
恒
沙
な
り
（
一
二
六
）

い
ず
れ
も
、
多
く
の
菩
薩
が
地
中
か
ら
涌
き
出
す
場
面
を
切
り
取
っ
て
お
り
、
一
二
五
番
歌
は
菩
薩
た
ち
の
身
体
の
色
、
一
二
六
番
歌

は
菩
薩
の
数
の
多
さ
に
注
目
し
て
い
る
。

涌
出
品
の
経
旨
絵
に
お
い
て
は
、
多
く
の
菩
薩
が
地
か
ら
涌
き
出
す
場
面
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
談
山
神
社
蔵
「
法
華
曼
陀

羅
」
に
は
、
釈
迦
の
周
り
に
涌
出
し
た
多
く
の
菩
薩
が
座
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
立
本
寺
蔵
「
妙
法
蓮
華
経
金
字
宝
塔
曼
陀
羅

図
」
の
場
合
、
宝
塔
の
周
り
に
涌
出
し
た
菩
薩
た
ち
は
、
首
よ
り
下
が
土
に
埋
ま
っ
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
土
中
か
ら
の
菩
薩
涌
出

は
視
覚
的
印
象
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
絵
画
化
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
と
言
え
よ
う
。
涌
出
の
菩
薩
を
描
く
も
の
に
は
他
に
、
延
暦

寺
蔵
「
紺
紙
銀
字
法
華
経
」（
伝
智
証
大
師
筆
）
巻
五
見
返
、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
十
巻
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
五
（
平
安
時

代
）、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
八
巻
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
五
見
返
な
ど
が
あ
る
。
菩
薩
涌
出
の
場
面
よ
り
は
少
な
い
も
の
の
、
涌

出
品
の
図
柄
と
し
て
散
見
す
る
の
は
、
老
人
と
若
者
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
釈
迦
が
成
道
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
十
年
ほ
ど
の

間
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
く
の
求
法
者
た
ち
を
教
化
し
得
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
譬
え
た
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
譬
え
と
は
、
釈

迦
が
多
く
の
求
法
者
た
ち
を
短
期
間
で
教
化
し
得
た
の
は
百
歳
の
老
人
が
二
十
五
歳
の
若
者
を
父
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
、
信
じ
が
た
い

事
柄
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
延
暦
寺
蔵
「
紺
紙
銀
字
法
華
経
」
巻
五
見
返
、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
八
巻
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻

五
見
返
は
、
菩
薩
涌
出
の
場
面
の
他
に
、
若
い
父
と
老
い
た
子
を
描
い
て
い
る
。

本
法
寺
蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」
は
、
第
十
四
幅
が
涌
出
品
と
寿
量
品
で
、
右
側
が
涌
出
品
の
図
柄
に
な
っ
て
い
る
。
上
方
に
、
宝
塔
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下
の
二
仏
並
座
を
描
き
、
そ
の
下
に
無
量
の
菩
薩
が
土
中
か
ら
涌
出
す
る
と
こ
ろ
（
半
身
は
土
中
に
あ
る
）
を
描
く
。
そ
の
下
に
、
老
人

と
若
者
が
小
さ
く
描
か
れ
、「
父
小
而
子
老
」⒃
の
譬
喩
を
示
し
て
い
る
。
本
興
寺
蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」
は
、
第
三
幅
の
一
部
が
涌
出

品
で
、
半
身
は
土
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
菩
薩
た
ち
の
姿
と
老
人
若
者
が
連
れ
立
つ
姿
が
描
か
れ
る
。

「
平
家
納
経
」
涌
出
品
の
見
返
に
は
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
水
瓶
を
持
つ
裳
唐
衣
姿
の
女
性
が
描
か
れ
る
。
こ
の
女
性
に
つ
い
て
は
、

持
物
か
ら
『
法
華
経
』
の
持
経
者
を
守
護
す
る
十
羅
刹
女
の
う
ち
黒
歯
の
姿
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
十
二
世
紀
後
半

以
降
、
黒
歯
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
化
身
と
さ
れ
、
同
時
に
厳
島
社
の
祭
神
・
伊
都
岐
島
神
の
本
地
仏
も
観
音
な
い
し
胎
蔵
界
大
日
と
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
本
図
に
描
か
れ
る
黒
歯
が
胎
蔵
界
大
日
を
仲
立
ち
に
し
て
伊
都
岐
島
神
を
象
徴
的
に
表
し
た
も
の

と
解
す
る
説
も
あ
り
⒄
、
経
旨
か
ら
は
離
れ
た
展
開
な
が
ら
、
興
味
深
い
。

永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
頃
に
完
成
し
た
「
久
能
寺
経
」
涌
出
品
の
見
返
に
は
、
銀
泥
で
蓮
池
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
蓮
池
は
浄
土
の

象
徴
と
し
て
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
涌
出
品
の
偈
で
、
涌
出
の
菩
薩
た
ち
が
よ
く
菩
薩
の
道
を
学
び
、
世
間
の
法
に
染

ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
「
如
蓮
華
在
水
」
と
譬
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
⒅
。

涌
出
品
を
テ
ー
マ
に
し
た
和
歌
は
、
地
か
ら
涌
き
出
た
多
く
の
菩
薩
た
ち
の
様
子
を
詠
む
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
父
小
而
子
老
の
譬
え
を

詠
む
例
の
方
が
多
い
。

た
ら
ち
ね
の
親
よ
り
こ
そ
は
老
い
に
け
り
年
あ
ら
が
ひ
を
人
も
し
つ
べ
し

（『
公
任
集
』）

い
か
で
か
は
子
よ
り
も
親
の
若
か
ら
ん
老
い
て
は
若
く
な
る
に
や
あ
る
ら
ん

（『
赤
染
衛
門
集
』）

た
ら
ち
ね
は
黒
髪
な
が
ら
い
か
な
れ
ば
こ
の
眉
白
き
人
と
な
る
ら
ん

（
永
縁
『
金
葉
集
』）

た
ら
ち
ね
の
親
の
よ
は
ひ
は
さ
か
り
に
て
こ
は
い
か
に
し
て
老
い
に
け
る
ぞ
も

（『
重
家
集
』）
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た
ら
ち
ね
を
わ
か
の
う
ら
わ
と
見
し
ま
ま
や
子
は
ま
た
老
い
の
波
を
か
け
け
る

（『
拾
玉
集
』）

う
ち
ち
が
ふ
親
子
な
が
ら
の
姿
こ
そ
昔
を
さ
と
る
は
し
と
成
り
け
れ

（『
拾
玉
集
』）

如
何
し
て
初
音
は
若
き
鶯
の
古
き
野
山
の
春
を
告
げ
け
ん

（『
拾
遺
愚
草
』）

こ
れ
ら
の
和
歌
は
ほ
と
ん
ど
、
経
の
譬
え
話
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
が
、『
拾
遺
愚
草
』
の
例
は
、
若
者
（
釈
迦
）
を
若
い
鶯
に
、
老

人
（
地
か
ら
涌
き
出
た
菩
薩
た
ち
）
を
古
き
野
山
に
う
つ
し
て
、
新
た
な
譬
え
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

涌
出
の
菩
薩
を
詠
む
和
歌
と
し
て
早
い
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ほ
と
り
な
き
仏
の
う
み
を
わ
た
れ
ば
や
し
た
つ
く
よ
な
る
人
の
わ
き
い
づ
る

（『
長
能
集
』）

さ
ま
ざ
ま
に
あ
ら
は
し
て
こ
そ
め
で
た
け
れ
土
に
仏
の
種
や
あ
り
け
ん

仏
を
ほ
め
た
て
ま
つ
ら
む
と
て
、
地
よ
り
さ
ま
ざ
ま
菩
薩
わ
き
出
で
た
ま
ひ
し
な
り

（『
田
多
民
治
集
』）

こ
れ
ら
は
、
今
様
と
同
様
、
地
か
ら
涌
き
出
た
菩
薩
た
ち
を
驚
き
を
も
っ
て
捉
え
て
い
る
が
、
涌
出
の
菩
薩
を
詠
む
和
歌
に
お
い
て
は
次

に
掲
出
す
る
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
、
菩
薩
た
ち
の
内
面
の
汚
れ
の
な
さ
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
涌
出
品
の
偈
「
善
学
菩
薩

道

不
染
世
間
法

如
蓮
華
在
水

従
地
而
涌
出
」（
善
く
菩
薩
の
道
を
学
び
て

世
間
の
法
に
染
ま
ら
ざ
る
こ
と

蓮
華
の
水
に
在
る

が
如
し

地
よ
り
涌
出
し
て
）
を
引
い
て
い
る
場
合
が
多
い
。
菩
薩
の
内
面
に
注
目
す
る
方
向
性
は
、
菩
薩
出
現
の
姿
の
鮮
や
か
さ
を
驚

き
を
も
っ
て
描
く
今
様
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
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い
さ
ぎ
よ
き
人
の
道
に
も
入
り
ぬ
れ
ば
六
つ
の
塵
に
も
け
が
れ
ざ
り
け
り

（『
発
心
和
歌
集
』）

涌
出

不
染
世
間
法

世
の
中
の
に
ご
り
に
な
に
か
け
が
る
べ
き
御
法
の
水
に
す
す
ぐ
心
は

地
涌
の
菩
薩
の
ひ
さ
し
く
法
性
の
土
に
住
し
て
、
よ
く
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
る
事
を
と
く
文
な
り

（『
法
門
百
首
』
述
懐
）

涌
出
品

如
蓮
華
在
水

水
の
面
に
い
づ
る
蓮
の
色
は
み
な
こ
の
世
の
ほ
か
の
も
の
と
こ
そ
み
れ

地
涌
の
菩
薩
の
、
く
ら
ゐ
ふ
か
く
し
て
煩
悩
に
け
が
さ
れ
ぬ
こ
と
を
、
は
な
に
た
と
へ
た
り
、
地
涌
は
久
遠
の
弟
子
な
れ

ば
、
こ
の
世
の
ほ
か
と
は
い
ふ
に
や

（『
法
門
百
首
』
夏
）

池
水
の
底
よ
り
い
づ
る
蓮
葉
の
い
か
で
に
ご
り
に
し
ま
ず
な
り
け
ん

（
俊
成
『
続
千
載
集
』）

な
お
、『
拾
玉
集
』
に
は
「
我
常
遊
諸
国
」
を
題
と
し
た
次
の
よ
う
な
詠
歌
が
あ
り
、
地
涌
の
菩
薩
を
い
ま
だ
か
つ
て
見
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
他
方
国
土
の
諸
菩
薩
に
よ
り
そ
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
、「
さ
ま
ざ
ま
見
知
ら
ぬ
人
ぞ
あ
る
」
と
い
う
一
二
五
番
今
様
と
通
う
面

が
あ
ろ
う
。

い
づ
く
に
も
思
ひ
ぞ
よ
ら
ぬ
木
の
も
と
の
し
た
よ
り
た
ち
し
花
の
白
波

庭
も
せ
に
か
か
る
光
は
ま
た
ぞ
見
ぬ
遊
び
残
せ
る
国
は
な
け
れ
ど

涌
出
品
の
今
様
は
、
菩
薩
涌
出
を
、
身
体
の
色
や
数
の
多
さ
に
注
目
し
て
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
歌
っ
て
お
り
、
経
旨
絵
が
描
く
場
面
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と
重
な
っ
て
い
る
。
和
歌
が
取
り
上
げ
る
菩
薩
の
心
に
は
触
れ
ず
、
ま
た
、
父
小
而
子
老
の
譬
え
も
取
り
上
げ
な
い
。
劇
的
で
鮮
や
か
な

場
面
に
注
目
す
る
涌
出
品
の
今
様
は
、
釈
迦
の
霊
鷲
山
説
法
に
付
随
す
る
奇
瑞
を
歌
う
序
品
の
今
様
や
、
宝
塔
出
現
を
き
ら
び
や
か
に
歌

う
宝
塔
品
の
今
様
と
共
通
し
て
い
よ
う
。

三
、
寿

量

品

寿
量
品
で
、
諸
菩
薩
の
請
い
を
受
け
た
釈
迦
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
世
間
で
は
、
釈
迦
は
王
宮
を
抜
け
出
し
て
、
伽
耶
の
町
の
近

く
で
悟
り
を
開
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
、
釈
迦
が
成
仏
し
た
の
は
五
百
塵
点
劫
よ
り
も
は
る
か
に
遠
い
過
去
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
以
来
常
に
娑
婆
世
界
そ
の
他
に
あ
っ
て
、
説
法
教
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
釈
迦
の
寿
命
は
無
量
で
あ
り
、
常
在
不
滅
な
の
だ

が
、
釈
迦
が
い
つ
も
目
の
前
に
い
る
と
思
う
と
、
人
は
つ
い
油
断
し
て
修
行
を
怠
っ
て
し
ま
う
た
め
、
渇
仰
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
方
便
と

し
て
、
釈
迦
は
ま
れ
に
し
か
世
に
出
な
い
、
と
か
、
や
が
て
入
滅
し
て
し
ま
う
な
ど
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

寿
量
品
を
歌
っ
た
今
様
は
次
の
三
首
で
あ
る
。

法
華
経
八
巻
は
一
部
な
り

二
十
八
品
そ
の
中
に

あ
の
読
ま
れ
給
ふ
説
か
れ
給
ふ

寿
量
品
ば
か
り
あ
は
れ
に
尊
き
も
の
は
な
し

（
一
二
七
）

仏
は
霊
山
浄
土
に
て

浄
土
も
変
へ
ず
身
も
変
へ
ず

始
め
も
遠
く
終
り
な
し

さ
れ
ど
も
皆
こ
れ
法
華
な
り
（
一
二
八
）

娑
羅
林
に
立
つ
煙

上
る
と
見
し
は
空
目
な
り

釈
迦
は
常
に
ま
し
ま
し
て

霊
鷲
山
に
て
法
ぞ
説
く
（
一
二
九
）
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天
台
教
学
で
は
、
寿
量
品
を
法
華
経
後
半
の
要
と
し
て
重
視
し
、『
法
華
経
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
和
歌
に
お
い
て
は
、
寿
量
品
を
詠
む

歌
は
他
品
を
圧
倒
す
る
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
様
は
量
的
に
は
三
首
し
か
な
く
、
提
婆
品
の
十
首
、
方
便
品
の
九
首
、
法
師
品
の
七
首

な
ど
に
比
し
て
少
な
い
。
釈
迦
の
常
在
不
滅
を
説
く
寿
量
品
よ
り
も
、
釈
迦
の
阿
私
仙
給
仕
や
龍
女
成
仏
（
提
婆
品
）、
童
子
の
戯
れ
遊

び
（
方
便
品
）、
普
賢
菩
薩
の
出
現
と
摩
頂
（
法
師
品
）
な
ど
、
物
語
性
を
持
っ
て
い
た
り
、
動
的
で
鮮
明
な
印
象
の
逸
話
を
含
ん
で
い

た
り
す
る
品
の
方
が
、
今
様
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
一
二
七
番
歌
は
、『
法
華
経
』
の
中
で

も
寿
量
品
ほ
ど
尊
い
も
の
は
な
い
と
歌
っ
て
お
り
、
寿
量
品
を
重
視
す
る
姿
勢
が
見
え
る
。『
法
華
経
』
八
巻
中
の
一
品
を
取
り
出
し
て

提
示
す
る
今
様
に
は
、
他
に
次
の
一
首
が
あ
る
。

法
華
経
八
巻
が
そ
の
中
に

方
便
品
こ
そ
頼
ま
る
れ

若
有
聞
法
者

無
一
不
成
仏
と
説
い
た
れ
ば

（
法
華
経
二
十
八
品
歌
・
方
便
品
・
七
〇
）

一
二
八
番
歌
は
、
釈
迦
が
常
に
霊
鷲
山
に
い
て
、
浄
土
も
仏
身
も
不
変
で
あ
る
こ
と
、
仏
の
寿
命
が
無
量
で
あ
る
こ
と
を
歌
い
、
浄
土

も
仏
身
も
『
法
華
経
』
と
一
体
で
あ
る
と
す
る
。

一
二
九
番
歌
は
、
釈
迦
が
娑
羅
林
で
入
滅
し
荼
毘
に
ふ
さ
れ
て
立
つ
煙
が
上
る
と
見
た
の
は
凡
夫
の
見
間
違
い
で
あ
っ
て
、
釈
迦
は
本

当
は
不
滅
で
あ
り
、
常
に
霊
鷲
山
で
法
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
後
半
は
、
寿
量
品
の
重
要
な
偈
の
一
節
「
常
在
霊
鷲

山
」⒆
に
基
づ
く
が
、
前
半
に
は
、『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
釈
迦
の
娑
羅
林
で
の
入
滅
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
宇
津
木
言
行
は
、
釈
迦
の

娑
羅
林
入
滅
と
寿
量
品
の
「
常
在
霊
鷲
山
」
を
取
り
合
わ
せ
た
例
と
し
て
、
金
沢
文
庫
蔵
の
「
舎
利
講
式
」
や
貞
慶
の
「
舎
利
講
式
」
を

挙
げ
、
講
会
の
場
か
ら
の
文
芸
の
広
が
り
を
説
く
⒇
。
重
要
な
指
摘
と
し
て
支
持
し
た
い
。
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寿
量
品
の
経
旨
絵
と
し
て
描
か
れ
る
場
面
は
大
き
く
二
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
釈
迦
の
霊
鷲
山
説
法
、
も
う
ひ
と
つ
は
良
医
の
譬
喩
で
あ

る
。
こ
の
譬
喩
譚
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
良
医
が
国
外
へ
旅
し
た
時
に
子
ら
が
毒
薬
を
飲
ん
だ
。
帰
っ
て
き
た
父
が
良
薬
を
与
え

た
と
こ
ろ
、
本
心
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
子
は
薬
を
飲
ん
で
病
か
ら
回
復
し
た
が
、
本
心
を
失
っ
た
子
は
薬
を
服
用
し
な
か
っ
た
。
父
は

い
っ
た
ん
国
外
に
出
て
、「
父
は
死
ん
だ
」
と
伝
え
さ
せ
る
。
子
は
悲
し
み
の
余
り
本
心
を
取
り
戻
し
、
父
の
残
し
て
い
っ
た
薬
を
飲
ん

だ
の
で
、
毒
は
消
え
た
。
そ
の
時
、
父
が
帰
国
し
、
子
ら
は
父
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
釈
迦
が
入
滅
す
る
と
い
う
の
は
、
良
医
が
子
に

自
分
の
死
を
伝
え
さ
せ
た
の
と
同
じ
く
、
方
便
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
譬
え
に
な
っ
て
い
る
。

談
山
神
社
蔵
「
法
華
曼
陀
羅
」
に
は
、
父
か
ら
良
薬
の
壺
を
与
え
ら
れ
る
童
子
の
姿
、
父
の
残
し
た
薬
に
駆
け
寄
る
童
子
の
姿
、
良
薬

を
服
用
す
る
男
の
姿
が
描
か
れ
る
。
立
本
寺
蔵
「
妙
法
蓮
華
経
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
図
」
に
は
、
建
物
の
中
で
病
に
苦
し
み
嘔
吐
す
る
男
の

姿
と
庭
で
薬
を
搗
き
合
わ
せ
て
い
る
二
人
の
医
師
の
姿
が
描
か
れ
る
。
本
法
寺
蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」
は
、
第
十
四
幅
が
涌
出
品
と
寿

量
品
で
、
左
側
が
涌
出
品
の
図
柄
に
な
っ
て
い
る
。
上
方
に
、
霊
鷲
山
で
法
を
説
く
釈
迦
を
描
き
、
そ
の
下
に
、
火
で
焼
か
れ
て
い
る
娑

婆
世
界
、
持
経
者
の
も
と
に
影
向
し
て
法
を
説
く
釈
迦
の
姿
を
描
く
。
一
二
八
番
今
様
が
歌
う
浄
土
の
不
変
と
釈
迦
の
寿
命
の
長
久
な
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
下
方
に
は
良
医
の
譬
喩
が
描
か
れ
て
い
る
。
病
臥
す
る
男
と
介
抱
す
る
人
々
、
薬
を

調
合
す
る
医
師
の
図
の
他
、
父
が
子
の
い
る
家
と
は
別
の
邸
宅
に
一
時
身
を
隠
す
様
子
や
、
他
国
か
ら
馬
に
乗
っ
て
帰
っ
て
く
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
本
興
寺
蔵
「
法
華
経
曼
荼
羅
図
」
は
、
第
三
幅
の
一
部
が
寿
量
品
で
、
良
医
の
譬
喩
と
し
て
、
邸
宅
内
で
病
臥
す
る
子

と
薬
を
与
え
よ
う
と
す
る
父
の
姿
、
馬
に
乗
っ
た
父
の
旅
姿
が
描
か
れ
る
。
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
経
の
見
返
絵
を
確
認
し

て
お
く
と
、
伝
来
不
詳
・
個
人
蔵
「
紙
本
墨
書
法
華
経
」
巻
六
に
釈
迦
説
法
、
厳
島
神
社
蔵
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」（
嘉
応
二
年
〈
一
一

七
〇
〉〜
承
安
二
年
〈
一
一
七
二
〉）
巻
六
に
釈
迦
説
法
と
良
医
の
譬
え
（
嘔
吐
す
る
男
・
病
臥
す
る
男
・
薬
を
調
合
す
る
医
師
）、
平
泉

中
尊
寺
伝
来
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」（
基
衡
経
。
保
延
六
年
〈
一
一
四
〇
〉）
巻
六
に
釈
迦
説
法
と
良
医
の
譬
え
（
嘔
吐
す
る
男
と
そ
れ
を
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介
抱
す
る
童
子
・
薬
を
調
合
す
る
老
医
師
）、
延
暦
寺
蔵
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経
」（
伝
慈
覚
大
師
筆
）
巻
六
に
良
医
の
譬
え
（
薬
を
調

合
す
る
医
師
）、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
十
巻
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
六
に
釈
迦
説
法
と
良
医
の
譬
え
（
嘔
吐
す
る
男
・
薬
を
調
合

す
る
医
師
）、
伝
来
不
詳
・
本
興
寺
蔵
八
巻
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
六
に
釈
迦
説
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。「
平
家
納
経
」

寿
量
品
の
見
返
に
は
、
霞
と
遠
山
、
木
々
の
茂
る
山
岳
風
景
が
描
か
れ
、
山
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、
天
人
風
の
人
物
が
描
か
れ
る
。

脇
息
に
肱
を
つ
き
、
立
て
膝
で
く
つ
ろ
ぐ
中
央
の
人
物
は
釈
迦
を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
を
中
心
に
、
薬
を
捧
げ
る

ふ
た
り
の
童
子
、
合
掌
す
る
三
人
、
横
た
わ
る
一
人
の
人
物
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
横
た
わ
る
人
物
は
、
あ
る
い
は
毒
を
飲
ん
だ
た
め

に
伏
せ
て
い
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
薬
を
捧
げ
持
つ
童
子
と
共
に
、
良
医
の
譬
喩
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
釈
迦
説
法
が
寿
量
品

に
限
定
さ
れ
な
い
図
柄
で
あ
る
の
に
対
し
、
良
医
の
譬
喩
は
、
寿
量
品
独
特
の
図
柄
で
あ
り
、
薬
を
調
合
す
る
様
子
、
毒
に
苦
し
む
様

子
、
薬
を
飲
む
様
子
な
ど
、
動
き
が
あ
っ
て
絵
画
化
さ
れ
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寿
量
品
を
テ
ー
マ
に
し
た
和
歌
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
常
在
霊
鷲
山
」
を
歌
い
、
釈
迦
を
し
ば
し
ば
澄
ん
だ
月
に
譬
え
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
。

鷲
の
山
へ
だ
つ
る
雲
や
ふ
か
か
ら
ん
常
に
す
む
な
る
月
を
見
ぬ
か
な

（
康
資
王
母
『
後
拾
遺
集
』）

世
の
中
の
人
の
こ
こ
ろ
の
う
き
雲
に
そ
ら
が
く
れ
す
る
有
明
の
月

（
登
蓮
法
師
『
詞
花
集
』）

月
影
の
常
に
す
む
な
る
山
の
端
を
へ
だ
つ
る
雲
の
な
か
ら
ま
し
か
ば

（
国
房
『
千
載
集
』）

今
ぞ
知
る
心
の
空
に
す
む
月
は
鷲
の
み
や
ま
の
お
な
じ
高
嶺
と

（
俊
恵
『
続
古
今
集
』）

出
入
る
と
人
は
み
れ
ど
も
よ
と
と
も
に
鷲
の
み
ね
な
る
月
は
の
ど
け
し

（『
公
任
集
』）

月
か
げ
は
世
を
う
き
く
も
に
か
く
れ
ね
ど
鷲
の
み
ね
に
は
す
む
と
こ
そ
聞
け

（『
待
賢
門
院
堀
河
集
』）
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人
目
に
は
世
の
う
き
雲
に
か
く
ろ
へ
て
な
ほ
す
み
わ
た
る
山
の
端
の
月

（『
田
多
民
治
集
』
※
『
続
後
撰
集
』
に
は
道
長
詠
と
し
て
載
る
）

＊
鷲
の
山
つ
ね
に
す
む
べ
き
し
る
し
に
や
鶴
の
は
や
し
に
か
げ
か
く
し
け
ん

（『
教
長
集
』）

世
の
中
に
な
ほ
あ
り
あ
け
の
つ
き
せ
ず
と
と
け
ば
心
の
や
み
ぞ
晴
れ
ぬ
る

（
崇
徳
院
『
久
安
百
首
』）

月
か
げ
の
い
る
さ
へ
人
の
た
め
な
れ
ば
光
み
ね
ど
も
た
の
ま
ざ
ら
め
や

（
崇
徳
院
『
玉
葉
集
』）

も
ち
月
の
く
ま
な
き
か
げ
を
み
る
か
ら
に
鷲
の
み
や
ま
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

（
範
光
『
正
治
後
度
百
首
』）

＊
と
き
は
な
る
鶴
の
林
の
あ
や
な
く
も
た
き
ぎ
つ
き
ぬ
と
思
ひ
け
る
か
な

（『
寂
蓮
法
師
集
』）

＊
今
ぞ
知
る
鶴
の
林
は
名
の
み
し
て
鷲
の
た
か
ね
に
す
め
る
月
か
げ

（『
殷
富
門
院
大
輔
集
』）

鷲
の
山
月
を
入
り
ぬ
と
見
る
人
は
く
ら
き
に
ま
よ
ふ
心
な
り
け
り

（『
山
家
集
』）

さ
と
り
え
し
心
の
月
の
あ
ら
は
れ
て
鷲
の
た
か
ね
に
す
む
に
ぞ
あ
り
け
る

（『
山
家
集
』）

＊
か
り
そ
め
に
夜
半
の
煙
と
の
ぼ
り
し
や
鷲
の
た
か
ね
に
か
へ
る
白
雲

（『
長
秋
詠
藻
』）

末
の
世
は
雲
の
あ
る
か
に
へ
だ
つ
と
も
照
ら
さ
ざ
ら
め
や
山
の
端
の
月

（『
長
秋
詠
藻
』）

や
み
の
よ
る
も
ひ
る
を
も
わ
か
ず
鷲
の
山
い
つ
も
の
ど
か
に
有
明
の
月

（『
拾
玉
集
』）

う
き
世
に
は
う
れ
へ
の
雲
の
し
げ
け
れ
ば
人
の
心
に
月
ぞ
か
く
る
る

（『
拾
遺
愚
草
』）

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
＊
を
付
し
た
も
の
は
、
一
二
九
番
今
様
と
同
じ
く
、「
常
在
霊
鷲
山
」
に
、
釈
迦
の
鶴
林
入
滅
を
取
り
合
わ
せ
た
も

の
で
、
宇
津
木
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
和
讃
・
講
式
と
こ
れ
ら
の
和
歌
、
そ
し
て
今
様
法
文
歌
は
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。『
法
門
百
首
』
に
は
、
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寿
量

心
懐
恋
慕
渇
仰
於
仏

わ
か
れ
に
し
そ
の
俤
の
恋
し
き
に
夢
に
も
見
え
よ
山
の
端
の
月

も
と
の
し
づ
く
と
な
り
ぬ
る
人
の
、
あ
か
ぬ
わ
か
れ
を
お
も
ふ
に
、
な
さ
け
あ
り
し
こ
と
の
は
こ
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
て
、

い
よ
い
よ
た
も
と
の
露
を
そ
へ
、
あ
ざ
や
か
な
り
し
す
が
た
は
ま
な
こ
に
う
か
び
て
、
ね
ざ
め
の
と
も
と
な
ら
ず
や
は
あ

る
、
ま
し
て
如
来
在
世
の
む
か
し
を
思
ひ
や
れ
ば
、
三
十
二
相
の
す
が
た
み
る
も
の
い
と
ふ
こ
と
な
く
、
四
弁
八
音
の
み

の
り
き
く
と
も
あ
く
べ
か
ら
ず
、
し
か
る
に
機
縁
た
き
ぎ
つ
き
て
、
双
林
の
け
ぶ
り
と
の
ぼ
ら
せ
給
ひ
に
し
か
ば
、
た
れ

の
人
か
恋
慕
渇
仰
の
思
ひ
に
し
づ
ま
ざ
ら
ん
、
い
ま
末
法
に
な
が
れ
を
う
け
て
、
と
ほ
く
妙
道
に
う
る
ふ
と
も
が
ら
な
り

と
も
、
慈
悲
の
す
が
た
に
心
を
か
け
て
、
ね
ら
れ
ぬ
い
を
も
な
げ
か
ば
、
生
死
の
夢
の
う
ち
に
な
ど
か
満
月
の
尊
容
を
み

た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
む
、
か
る
が
ゆ
ゑ
に
文
に
い
は
く
、
一
心
欲
見
仏
、
不
自
惜
身
命
、
時
我
及
衆
僧
、
倶
出
霊
鷲
山
と
い

へ
る
は
、
ひ
と
へ
に
中
天
雲
井
の
み
に
あ
ら
じ
、
機
感
と
き
い
た
り
な
ば
、
わ
が
こ
こ
ろ
中
道
の
や
ま
に
も
あ
ら
は
れ
た

ま
ひ
な
む

と
あ
っ
て
、
和
歌
の
中
に
は
現
れ
な
い
も
の
の
、
自
注
の
中
で
「
双
林
の
け
ぶ
り
と
の
ぼ
ら
せ
給
ひ
に
し
か
ば
」
と
鶴
林
入
滅
に
触
れ
て

い
る
。
な
お
、
俊
成
詠
の
「
か
り
そ
め
に
煙
と
の
ぼ
り
し
や
」
は
、
一
二
九
番
今
様
の
「
煙
上
る
と
見
し
は
空
目
な
り
」
と
表
現
が
特
に

類
似
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

和
歌
の
中
に
は
、
康
資
王
母
、
登
蓮
、
国
房
、
忠
通
、
西
行
、
定
家
ら
の
詠
歌
の
よ
う
に
、
雲
が
月
を
隠
す
こ
と
に
譬
え
て
人
の
心
の

闇
に
目
を
向
け
る
も
の
も
あ
り
、
今
様
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
不
安
や
信
仰
の
陰
り
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

常
在
不
滅
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
仏
の
寿
命
が
無
量
で
あ
る
こ
と
と
等
し
い
が
、
特
に
、
そ
の
仏
の
命
の
長
久
な
る
こ
と
を
意
識
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し
て
、
時
間
を
詠
み
込
ん
だ
歌
も
散
見
す
る
。

ち
り
ひ
ぢ
の
数
も
知
ら
れ
ぬ
年
月
の
つ
も
れ
る
ほ
ど
は
今
ぞ
き
き
つ
る

（『
重
家
集
』）

む
か
し
は
や
さ
と
り
は
れ
に
し
月
影
を
こ
よ
ひ
深
山
を
出
で
し
と
や
見
し

（『
長
秋
詠
藻
』）

け
ふ
き
け
ば
光
も
ふ
る
き
月
か
げ
を
い
づ
る
は
じ
め
と
思
ひ
け
る
か
な

（『
二
条
院
讃
岐
集
』）

こ
れ
ぞ
ま
こ
と
仏
の
道
に
入
り
し
よ
り
得
て
し
命
は
つ
く
る
も
の
か
は

（『
拾
玉
集
』）

「
常
在
霊
鷲
山
」
を
詠
む
和
歌
に
比
べ
る
と
量
的
に
は
か
な
り
少
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
、
良
医
の
譬
え
を
詠
ん
だ
も
の
も
見
ら
れ
る
。

た
ら
ち
ね
の
薬
を
な
め
む
か
り
そ
め
の
み
こ
と
を
き
く
は
か
な
し
か
り
け
り

（『
長
能
集
』）

あ
り
な
が
ら
死
ぬ
る
気
色
は
子
の
た
め
に
と
め
し
薬
を
す
か
す
な
り
け
り

（『
赤
染
衛
門
集
』）

く
る
し
く
は
我
を
こ
ふ
と
や
こ
こ
ろ
み
に
死
な
ぬ
命
を
死
ぬ
と
つ
げ
け
ん

（『
入
道
右
大
臣
（
頼
宗
）
集
』）

寿
量

作
是
教
已
至
他
国

山
ふ
か
き
こ
の
も
と
ご
と
に
ち
ぎ
り
お
き
て
あ
さ
た
つ
霧
の
あ
と
の
露
け
さ

や
ま
ひ
に
し
づ
め
る
こ
の
、
本
心
を
う
し
な
ひ
て
く
す
り
を
服
せ
ざ
る
が
た
め
に
、
わ
れ
は
ほ
か
の
国
へ
さ
り
な
む
と

す
、
と
ど
め
お
く
く
す
り
を
服
す
べ
し
と
い
ひ
て
、
ち
ち
の
く
す
し
わ
か
る
る
な
り
、
こ
れ
は
仏
つ
ね
に
世
に
住
し
た
ま

へ
し
は
、
衆
生
い
と
ふ
心
を
な
す
べ
き
が
ゆ
ゑ
に
、
の
り
を
と
ど
め
て
滅
し
給
ふ
な
り
、
今
如
来
滅
後
に
あ
う
て
、
わ
づ

か
に
こ
の
法
に
あ
へ
り
、
機
縁
の
あ
さ
き
を
思
ひ
、
仏
恩
の
ふ
か
き
を
思
ふ
に
、
な
み
だ
と
ど
め
が
た
か
る
べ
し
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（『
法
門
百
首
』
別
）

風
に
な
や
む
ま
く
ず
が
原
に
あ
さ
日
影
の
ど
け
き
か
た
の
た
よ
り
な
り
け
り

（『
拾
玉
集
』）

げ
に
ぞ
さ
と
る
や
ま
ひ
に
え
た
る
薬
よ
り
し
ら
ぬ
し
る
し
は
あ
ら
は
れ
に
け
り

（『
拾
玉
集
』）

以
上
、
寿
量
品
の
今
様
は
、
経
旨
絵
が
多
く
描
く
良
医
の
譬
喩
を
取
り
上
げ
ず
、
寿
量
品
の
あ
り
が
た
さ
と
常
在
霊
鷲
山
の
尊
さ
を
讃

嘆
す
る
。
時
に
和
歌
が
、
常
在
霊
鷲
山
を
信
じ
切
れ
な
い
人
の
心
の
迷
い
を
詠
む
の
に
対
し
、
今
様
は
荼
毘
の
煙
と
見
る
の
も
「
空
目
」

に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
仏
へ
の
信
頼
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註⑴

植
木
朝
子
「『
梁
塵
秘
抄
』
法
華
経
二
十
八
品
歌
と
釈
教
歌
、
経
旨
絵
（
そ
の
一
）」（『
文
化
学
年
報
』
第
六
十
一
輯

二
〇
一
二
年
三
月
）、「
同

（
そ
の
二
）」（『
文
化
学
年
報
』
第
六
十
五
輯

二
〇
一
六
年
三
月
）、「
同
（
そ
の
三
）」（『
文
化
学
年
報
』
第
六
十
六
輯

二
〇
一
七
年
三
月
）、

「
同
（
そ
の
四
）」（『
文
化
学
年
報
』
第
六
十
七
輯

二
〇
一
八
年
三
月
）。

⑵
「
梁
塵
秘
抄
注
釈
（
第
四
回
）」（『
梁
塵

研
究
と
資
料
』
第
二
十
六
号

二
〇
〇
九
年
三
月
）
の
校
訂
本
文
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。
法

華
経
二
十
八
品
歌
（
安
楽
行
品
・
涌
出
品
・
寿
量
品
）
の
引
用
は
、
以
下
同
じ
。

⑶

鈴
木
治
子
担
当
一
二
二
番
歌
【
考
説
】（
註
⑵
「
梁
塵
秘
抄
注
釈
（
第
四
回
）」）。

⑷
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
本
文
お
よ
び
書
下
し
文
の
引
用
は
、
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
中
（
岩
波
書
店

一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。

⑸

菅
野
扶
美
担
当
一
二
四
番
歌
【
考
説
】（
註
⑵
「
梁
塵
秘
抄
注
釈
（
第
四
回
）」）。

⑹

歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

⑺

宮
次
男
『
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
』（
吉
川
弘
文
館

一
九
七
六
年
）
を
参
照
し
た
。

⑻

註
⑺
書
を
参
照
し
た
。
両
曼
陀
羅
に
つ
い
て
は
、
以
下
同
じ
。

⑼

以
上
の
経
見
返
絵
に
つ
い
て
は
、
倉
田
文
作
・
田
村
芳
朗
監
修
『
法
華
経
の
美
術
』（
佼
成
出
版
社

一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
た
。
以
下
取
り
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上
げ
る
経
見
返
絵
に
つ
い
て
も
同
じ
。

⑽

註
⑼
書
お
よ
び
原
口
志
津
子
『
富
山
・
本
法
寺
蔵

法
華
経
曼
荼
羅
図
の
研
究
』（
法
蔵
館

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
し
た
。
本
曼
荼
羅
図
に
つ

い
て
は
、
以
下
同
じ
。

⑾

註
⑼
書
を
参
照
し
た
。
本
曼
荼
羅
図
に
つ
い
て
は
、
以
下
同
じ
。

⑿
『
厳
島
神
社
国
宝
展
図
録
』（
奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
し
た
。

⒀

和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。

⒁

小
島
憲
之

木
下
正
俊

東
野
治
之

校
注
・
訳

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
①
』
小
学
館

一
九
九
四
年
に
よ
る
。

⒂

註
⑶
に
同
じ
。

⒃
『
法
華
経
』
涌
出
品
の
本
文
お
よ
び
書
下
し
文
の
引
用
は
、
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
中
（
岩
波
書
店

一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。

⒄

増
記
隆
介
『
院
政
期
仏
画
と
唐
宋
絵
画
』
中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
一
五
年
。

⒅

梶
谷
亮
治
「
久
能
寺
経
に
つ
い
て
│
個
人
蔵
本
を
中
心
に
│
」（『
ま
ぼ
ろ
し
の
久
能
寺
経
に
出
会
う
平
安
古
経
展
』
奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
一

五
年
）
は
、
涌
出
品
見
返
絵
が
俊
成
の
釈
教
歌
「
池
水
の
底
よ
り
い
づ
る
蓮
葉
の
い
か
で
に
ご
り
に
し
ま
ず
な
り
け
ん
」
か
ら
着
想
を
得
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
こ
の
図
柄
は
、
俊
成
歌
を
介
在
さ
せ
ず
と
も
、
経
本
文
か
ら
十
分
描
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
俊
成
の
和
歌
は
「
康

治
の
こ
ろ
ほ
ひ
」（
一
一
四
二
〜
一
一
四
四
）
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
待
賢
門
院
（
一
一
〇
一
〜
一
一
四
五
）
の
発
願
に
な
る
と
さ
れ
る
久
能
寺

経
と
は
、
時
代
的
に
も
重
な
り
興
味
深
い
。

⒆
『
法
華
経
』
寿
量
品
の
本
文
お
よ
び
書
下
し
文
の
引
用
は
、
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
下
（
岩
波
書
店

一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。

⒇

宇
津
木
言
行
担
当
一
二
九
番
歌
【
考
説
】（
註
⑵
「
梁
塵
秘
抄
注
釈
（
第
四
回
）」）。
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